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３１ 

慎重に設定してください。いい加減な設定は、周辺局に迷惑をかけてしまいます。     

【【【【ＣＣＣＣａｌｌｓｉｇｎｓａｌｌｓｉｇｎｓａｌｌｓｉｇｎｓａｌｌｓｉｇｎｓ】】】】 ゲートする局を指定します。 ワイルドカード「＊」が使用できます。  

「ＪＦ＊」はＪＦで始まる全ての局を意味します。 

【【【【ドロップドロップドロップドロップダウンダウンダウンダウン・・・・リストリストリストリスト】】】】    

入力したそれぞれの「Ｃａｌｌｓｉｇｎ」に対して、ゲートするパケットの種類を選択します。 

・・・・ＢＥＡＣＯＮＳＢＥＡＣＯＮＳＢＥＡＣＯＮＳＢＥＡＣＯＮＳ    指定した局から発信される位置情報を含むＢＥＡＣＯＮ。 

・・・・ＡＬＬＡＬＬＡＬＬＡＬＬ    指定した局から発信される全てのパケット。 

・・・・ＯｂｊｅｃｔＯｂｊｅｃｔＯｂｊｅｃｔＯｂｊｅｃｔ        指定した局が発信したＯｂｊｅｃｔパケット。 

・・・・ＤＥＳＴＤＥＳＴＤＥＳＴＤＥＳＴ    指定した内容を「ディスティネーション」とするすべてのパケット。 

・・・・ＲＥＣＩＰＲＥＣＩＰＲＥＣＩＰＲＥＣＩＰ    指定した局を宛先とする全てのメッセージパケット。 

・・・・ＮＯＮＥＮＯＮＥＮＯＮＥＮＯＮＥ    指定した局からの全ての種類のパケットをゲートしない設定。 

「Ｃａｌｌｓｉｇｎ」 を入力してオプションを選択したのち、「Ａｄｄ」ボタンをクリックするか、「Ｅｎｔｅｒ」キーを押すことによって、リストにそれ

を加えることができます。 

〔〔〔〔参考参考参考参考〕〕〕〕    

ＵＩ－ＶＩＥＷ３２がこのリストを参照するとき、最上行から確認を開始して条件があったところでゲートを実行します。一旦実行後は

それより下行のコールサインは照合しません。 

〔例〕 

ＪＦ１ＡＪＥ  ＝ ＡＬＬ 

ＪＦ＊    ＝ ＮＯＮＥ 

上記のどちらがリストの上段に記述されるかによって、動作は全く異なります。一般的には、特定のコールサイン指定の項目がワイ

ルドカードで指定されたものより上段に記述されるべきです。記述の順番は、マウスのドラッグで変更できます。 

１１１１１１１１－－－－１１１１．．．．４４４４．．．．ＩｎｅｔＩｎｅｔＩｎｅｔＩｎｅｔ    ｔｏｔｏｔｏｔｏ    ＲＦＲＦＲＦＲＦ    ｌｉｍｉｔｓｌｉｍｉｔｓｌｉｍｉｔｓｌｉｍｉｔｓ    ＜図７０＞    

このセクションは、貴局のＩＧＡＴＥによってＡＰＲＳ－ＩＳからＲＦへゲートされるパケット数の上限を定義するものです。（これを適正

に設定して、ＲＦトラフィック過多を防ぎましょう。）上限指定は、１分、２

分、３分の各期間でゲートされるパケットの最大数を定義します。２種

類の設定項目があります。 

・ローカル局以外の全てのパケットに対する設定 

・ローカル局パケットに対する設定 

（ローカル局の定義は、いくつのデジパスまでをローカル局と定義す

るかの設定により、ＵＩ－ＶＩＥＷ内部にリストを作成しています） 

ＵＩ－ＶＩＥＷ３２をＡＰＲＳ－ＩＳに接続すると、「６つの緑の表示器」がＭ

ａｉｎ Ｓｃｒｅｎの地図ウインドウ最上部に現われます。 

上段はローカル局以外のパケット。下段はローカル局用

のパケット。各段のマスは、左からそれぞれの期間「１，２，３分」を示し

ています。各期間に設定したＧＡＴＥ数の限界を越えたなら、表示は赤に変わります。 

１１１１１１１１－－－－２２２２．．．．ＭｏｖｅｍｅｎｔＭｏｖｅｍｅｎｔＭｏｖｅｍｅｎｔＭｏｖｅｍｅｎｔ    ＡＡＡＡｌａｒｍｌａｒｍｌａｒｍｌａｒｍ    ＜図７１＞    

＜図７０：Ｉｎｅｔ ｔｏ ＲＦ Ｌｉｍｉｔｓ＞ 


